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Ⅰ　基本的な考え方

Ⅰ　基本的な考え方

1　私たちがめざす学校の姿とは

2　動き出そう

（1）まず足もとを見つめる

（2）そして課題を明らかにする

（3）次に、全教職員の共通理解を図り、めざす姿を明確にする

（4）確かな教育を行う

3　これからの評価活動

（1）これまでの評価活動

（2）これからの評価活動

Ⅲ　学校自己評価システムとは

（1）誰が評価するのか

（2）情報の発信・受信と結果責任（アカウンタビリテイ）

（3）サイクルの継続と向上を考える

＊学枚教育目標に向かう教育活動（イメージ図）

Ⅲ　学校自己評価システムの運用

1　学校自己評価システムの流れ

2　基本的な実施内容

PLAN

DO

CHECK

ACTION

Ⅳ　実施にあたって

Ⅴ　資料

1　学校自己評価システムシート

①pDCAサイクル確認表A

②課題別評価表

③pDCAサイクル確認表B

2　平成12年度に実施された県立学校での取組実践項目
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学習者起点の立場に立ち、子どもたちの豊かな心を育み、個性と創造性、意欲と活力に満ちた人づ

くりをめざす学校とは、

児童生徒と教職員一人ひとりが生き生きとしているr活力のある学校」であり、児童生徒や保護者、

地域との確かな連携がとれている　r信頼される学校」であると考えます。

子どもたちの豊かな成長のために、学校の在り方を見直し、活力に満ちた信頼される学校づくりを

めざすための一歩を踏み出しましょう。

（1）まず足もとを見つめる

学校づくりのスタートは足もとを見つめることです。それは、次の二つの声に耳を傾けることでは

ないでしょうか。

一つは、学習者である児童生徒、その保護者や地域の人々の声です。これまでは、学校に関わるこ

れらの人たちの声を開き、それを生かすことが十分できていたとは言えない状況ではなかったでしょ

うか。

もう一つは、日頃ともに教育活動を実践している仲間（教職員）の声です。教科指導をはじめ生徒

指導・進路指導・学校行事など、すべての教育活動について、接会をつくり話し合うことが大切です。

様々な人々の声に耳を傾けて学校の状況を的確に把握することが大切です。

（2）そして課題を明らかにする

様々な声に耳を傾けて足もとを見つめていくと、あらためて児童生徒の良さや、学校としての良さ

に気づきます。また、これまで見過ごしてきた課題なども見えてきます。これらの伸ばしたい点、改

善したい点などについて十分話し合い、現在の自分たちの学校の課題を明らかにします。

（3）次に、全教職員の共通理解を図り、めざす婆を明確にする

足もとを見つめ、課罵を明らかにするとともに、学校教育目標について全教職員の共通理解を図る

必要があります。多くの学校で「教育方針」や「教育目標」をもとに「努力目標」等が設定されてい

ます。その努力目標等を「めざす姿」としてより分かりやすい具体的なものと、して設定し、その姿を

現実のものとするために、教職員一人ひとりがどのような教育活動を展開していくかを考えます。

く4）確かな教育を行う

今、多くの人たちから学校が自ら適切な評価を行い、それをもとに効果的な教育活動を進めていく

ことが求められています。効果的な教育活動を行うためには、足もとを見つめ、課題を明らかにし、

めざす姿を設定し、その姿に向かって目的的・組織的な教育活動を展開し、結果の適切な評価をもと

に、具体的な実行方策を設定することが大切です。

さらに、学校がこれら一連の活動をシステムとして継続的に機能させ、経過や結果などを、自ら公

開していく姿勢を持つことが確かな教育につながると考えます。そして確かな教育を継続することが、

ひいては公的機関に求められている責任の一つである「結果責任（アカウンタヒ○リテイ）」を果たすことにも

なっていきます。



（り　これまでの評価活動

学校はこれまでも、行事の後や年度末に教育活動を振り返り、互いに意見を出し合い、次への改

善を図ることを目的として評価を行ってきました。

しかし、その評価活動には、次のようないくつかの問題点が指摘されています。

・　これまでの評価活動の多くは、行事が終わったときや、年度末などの教育活動が終了したと

きに行うことが多く、活動の途中で行うことが少なかった。

・関係者からの意見や感想が多く、具体性や客観性にやや欠ける面があった。

・　次への課題は検討されるが、具体的な改善提案などの十分な話し合いがなされないままに年

度を終えてしまうことが多かった。

・反省や評価をするときのもとになる資料が、意見を求めやすい校内の教職員に限定されがち

であった。

（2）これからの評価活動

これからの評価活動は、評価することで見つかった改善点を次の活動に確実につなげていくこと

が何より大切になっていきます。

それに加えて、「改善を図る」という評価活動のねらいそのものについて考え直していくことも

大切です。評価活動の結果から分かるものは、改善点だけではありません。児童生徒の持っている

良さや、その学校の雰囲気や体制としての良さ、教職員の良さもあります。それらの良さを浮き彫

りにしていくという視点を取り入れていくことが必要になってきます。そのような考えから、この

手引きでは、問題点を直すことを強く意識する「改善」ではなく、良さも含めて新しく次の一歩を

踏み出す「更新」という言葉で説明します。

さらに、評価活動を具体的で客観的な事実にもとづいて行うことが、確かな教育を継続すること

や、結果責任を果たすために必要なことです。評価活動を支える具体的で客観的な事実を得るため

の一つの方策として、できるものについては数値化した基準等を利用していくことも検許してくだ

さい。

このようなことから、これからの評価活動において、次のようなことを行うことが大切になって

きます。

○　活動の後に一度だけ評価するのではなく、途中でも何度か中開評価を行う。

○　努力目標等を実現す＿るために、教育億働の達成状況を判断する具体的でわか11や＿すい基準を設

定し、その基準にもとづいて行う。

○　中間評価を踏まえて教育活動や基準を見直したり修正したりするなど、常に目の前の児童生徒

の実態に合わせて柔軟に取り組む。

○　多くの意見を生かしたより客観的な評価活動を行う。

○　児童生徒・保護者・地域の人々等が納得できる、具体的あるいは客観的な事実をもとに、結果

責任（アカウンタビリテイ）が果たせるようにしていく。

確かな教育活動が継続され、納得と信頼を得るためには、評価活動が有効に機能しなくてはなりま

せん。そのためには、上記のような評価活動を学校経営の中の一つのシステムとして確立させておく

ことが大切です。

Ⅱ　学校自己評価システムとは

日々の教科指導をはじめ、学断とLでまた年間としての教育活動、種々の学校行事などのあらゆる

活動の中には共通する次のようなステップがあると考えます。

P・D・C・Aのそれぞれのステップは、関連しながらサイクルとして動いていきます。

児童生徒の姿が、学校教育目標やめざす姿で示されている姿に近づくためには、一つひとつの具体

的な教育活動が PDCAのサイクル にのって動くとともに、そのサイクルが学校教育目標に向かっ

て繰り返されていくことが必要になってきます。つまり一つひとつのステップを意識し、そのステッ

プをサイクルとして繰り返していく「更新のためのシステム」、を学校の中に確立していくことが大切

です。

教育活動を支えるこの　PDCAのサイクルを生かし、評価を継続的な更新に結びつけていくシス

テムを「学校自己評価システム」と定義しました。



（1）誰が評価するのか

学校における教育活動は、学校が自らの責任のもとに、主体性をもって意図的・計画的に行いま

す。ですからその評価も、学校が主体的な活動として責任を持って行わなければなりません。また

その評価には、より客観性を持たせる工夫が必要です。そのために大切なことは、評価の資料とな

るものを、学校としてどれだけ幅広く集めるかということです。とりわけ学校の教育活動に対する

様々な人たちの意見はとても大切です。

（2）情報の発信・受信と結果責任（アカウンタビリテイ）

評価の資料となる意見を幅広く集めるためには、教職員をはじめ児童生徒や保護者、地域の人々、

教育関係機関など、学校に関わる多くの人たちからの意見を受け取ることができなければなりませ

ん。そのためにはまず、学校教育目標やめざす姿、そしてめぎす姿を実現するための教育活動等を

知ってもらう必要があります。

学校自己評価システムでは、このように学校からどんな情報をどんな形でいつ発信するか、また

学校に関わる人々からの情報をいつどんな形で受信するか、といった情報の発信と受信が大きな要

素になります。

様々な情報を発信することは、公的機関として果たすべき責任の一つである「結果責任（アカウ

ンタビリテイ）」につながっています。学校が教育活動の目的やその結果を伝え、児童生徒や保護

者、地域の人々の納得と信頼を得るためには、必要な情報を必要なときに提供することが大切です。

そしてその情報の根拠として、具体的で客観的な資料を用意しておく必要があります。

＊情報の発信・公開にあたっては、個人情報の保護などを含め、今後その在り方を学校現場をは

じめ関係者で十分検討していく必要があります。

（3）サイクルの継続と向上を考える

一つひとつの教育活動の中にあるPDCAのサイクルを確実に実行することによって、次のサイ

クルでめざす姿が明確になります。さらに、その姿に向かってサイクルを積み重ねる、といった継

続性が生まれることで、更新が確かなものになっていきます。

その結果、学びの場が児童生徒一人ひとりの個性と創造性をより尊重した学習者起点のものへと

再構築され、活力のある学校・信頼される学校が創られていくと考えます。

学校自己評価システムの考え方を一つの図にしてみると、右のようになります。

・学校教育目標に向かって、個々の具体的な教育活動が繰り返されながら向上し、その目標に

近づいていく。

・個々の致育活動はPLAN・DO■CHECK・ACTIONの4つのステップにより展開

される。

・P・D・C・Aそれぞれのステップの中に児童生徒、保護者、地域の人々、そして教職員の

願いや意見などが反映されている。

学校教育目標に向かう教育活動（イメージ図）

学校教育目標

児
童
生
徒
の
声

教職員の声



Ⅲ　学校自己評価システムの運用

ここでは、学校自己評価システムの流れについて、学校教育目標に向かった教育活動の中の一つの

サイクルを取り上げて説明していきます。

めざす姿や具体的な基準を見直す

教育活動を見直す

更新方策案を決定する

＊ステップをつなぐ矢印は、各ステップの連続性を示しています。

ステップの中の活動の順序性を示すものではありません。

学校教育目標に関する児童生徒の実態を把握します。より正確に把擁することが大きな効

果を生みます。資料を集めたり、関係者が意見を出し合ったりするなど工夫します。その時

に、子どもたちの願いや保護者・地域の人々からの声を開くことも大切です。

捉えた実態とめざす姿から、つけたいカヤ態度等を具体的な形で設定していきます。具体

的なめざす姿については、子どもたち自身がその必要性を認識していることが大きな力にな

ります。そうすることで、到達度が子どもたちや教職員にはっきり意識できるようになり、

継続的な更新が行いやすくなります。

めざす姿に近づくためにどんな教育活動が有効かを考え決定します。これまでの活動を参

考にするととも‾に、目の前の児童生徒の実憩に合った新しい活動を工夫する柔軟性が大切で

す。そして教育活動やその具体的な基準についての広報活動を行います。

教育活動を決定したら、必ずそれを評価することを考えます。教育活動を分析し、その活

動に関して、これまでの実施状況等をもとに具体的な基準を設定します。その基準により、

達成したかどうかの判断を行うわけですから、その基準について教職員、時には児童生徒を

含めた共通理解を図ることが大切です。
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具体的な基準による確認の結果から判断し、児童生徒の実態により適した活動に変更する

ことも大切です。また基準の適正さも検討します。

修正を行うときには、その理由を明確にしておく必要があります。

確認したことをもとに、自らの教育活動を撮り返ります。さらに、子どもたち自身が自己

評価や相互評価を行った結果や、教育活動に村する子どもや保護者、地域の人々の意見など

を集約します。そして、教育活動の妥当性を検討します。



Ⅳ　実施にあたって

教育活動に対する評価から、活動を見直します。良かった点、悪かった点をつぶさに見つ

め、その根拠を明らかにしておきます。見直すための資料の一つとして、子どもたちや保護

者、地域の人々の意見が把握されていることも大切です。

評価結果と活動の見直しから、更新の方向性や活動の具体的な組み立て、活動を支える学

校としての体制や教育環境の再設計などを検討し、その結果を次のPLANに確実につなげ

る手だても整えておきます。

一10－

＊　この手引き書は、各学校が学習者起点の立場に立って学校数青を推進するための参考となる

よう作成しました。

＊　学校自己評価システムを活用して評価活動を実施するのは、学校教育推進のためであり、評

価結果を学校間の比較や人事考課等に使用することを月的とするものではありません。

＊　この事引き書で示していることや、資料として付けてあるシート等は参考例です。各学校の

実態や、取組課題に合わせて適切な評価活動が行われるように検討してください。

＊　実施にあたっては、校内研修等を通じ、教育目標や努力目標等の再確認を行ったり、これま

での評価のあり方や課題などについて十分義L合ってください。その上で学校自己評価や計画

的な評価活動についての共通理解や検討を行ってください。学校自己評価システムを愛着させ

るため‾には、各学校の実態に即した手順や、使いやすい独自のシートの開発が必要です。手引

き書を参考に、よりよいものをめざしてください。

＊　学校自己評価システムを活用した評価活動の実施にともない、その取組状況や課題、具体的

な教育活動、中間評価、‾そして結果などを二　PTA稔会や懇談会など直接的に伝える横会をは

じめ、学校からのたよりやホームページなどを使い、積極的に発信していくことを検討してく

ださい。

＊　教育は主体的な実践の積み重ねによって実現されます。この事引き書の発行を契機に各学校

で評価活動についての主体的な取組がなされることを願っています。

＊　三重県の学校の実態にあった手引き書の作成を心がけています。取組の中から出てきた課題、

優れた方法や実践を反映させながら、今後手引き書を修正していきます。

－1l－



Ⅴ　資料

資料1（学校自己評価システムシートについて）

ここでは3つのシートについて説明します。

①　pDCAサイク）t，確認表A、

②　課題別評価表

セットで使うことを想定しました。

③　pDCAサイクル確認表B　　　行動の確認と評価の両方記入することを想定

しました。

学校自己評価システムシート全般について

これら3つのシートは全て参考例です。

これらのシートは全ての教育活動において使用するわけではありません。学校自己評価システ

ムにそった活動について、その流れや結果を明らかにするために使用するものです。

・学校全体で取り組む実践から、教科会や一人ひとりの授業改善等、取り組む範囲や担当者の数

など様々な場合が想定されます。

・取組課題やその担当者、責任者等を確認表に明確にします。

・　これらのシートを、教育活動をより確実に行うために、計画の時から使用することもできます。

また確認用として教育活動の後に使用することもできると考えます。

①pDCAサイケ）t／確認表A

・実態把墟は、計画の全ての段階に係わると考えます。計画全体の中で、確実な実態把捉が行わ

れるように、実態把撼の時期や方法を検討してください。

・　スペースを利用して、参考資料（会議の事項書、配布物等）の名称をメモしておくといいで

しょう。

・　全体の流れの理解や、手順の確認を目的にしています。具体的な項目や評価の結果などは、課

題別評価表に記載します。

（令課題別評価表について

・誰が見ても分かるように、必要なことを簡潔に書くことが大切です。検討事項や詳しい賓料な

どが必要な場合は、資料を涼付したり資料名やその保管場所を明記しておくといいでしょう。活

動の流れや、更新方策案が分かりやすく書かれていると、引継書として利桐することもできます。

・中間評価については、取組課題や計画された教育活動等により、適切な時期、回数を考えてく

ださい。

（∋pDCAサイクル碓認表B

・行動の確認と評価の両方を記入することを想定しました。スペースを使って必要事項をメモし、

一枚でサイクル全体を把撼できるようにします。

一暮2－

1　学校自己評価システムシート（例）

O pDCAサイクル確認表A
‾取組課題　　　　　　　　　　 t 担去名

l＿責任者　 ■■

継続課題の更新方策実権認
‾実態把握

□ 課療に関連した実態把握を行った

′　口　 更新方策案め確認を行ラた

声調■鵜

∵＋十

課題の設定 ・

口　 同課題で取り組む　 ロ　 課題を修正し七鱒り組‾む　 ロ 次の人たちからあ意見を周‾＿いた

□　 新たな課苺で取り組む 口 児童生徒 ‾□＿、‾保護者

口 ＿地域の人 口 学校評議員

体的に ロ ー教職員

した

した

信した

の人

めざす資の設定 ‘

口　‾実態把握を基に、つけたいカヤ態度等、具

設定した

H摂■

司拍・
i滞

H■偶＋＋ナ
：■巴．・M

■一票■

■■難
＋ト十

甜・ゴ【・親

・・毒・

具体的教育活動設定

口　 めざす姿を達成するための教育活動を設定

評価のための具体的な基準作成

口　 各具体的教育活動に対する数値目標を設定

口　 評価のための基準を作成した

口　 数育活動及び評価の計画を次の人たちに発

豹．ヨ．珊．・潮d
■・虎揃・・．■・

口　 児童生徒　　　 □　 保護者　　 口　 地域

悌濃．・照．岩
口　 学校評議員　　 口　 数職員

ト慌

．首－も※■

・．舘H．，

溺…u墨

光■

潟

・．泣
紺ノ■

実践 ・ 蟻
将Jぺ・．言
ヨ・．尚霧」．・

′・．詣

□　 評価基準に従って活動を確認した

□　 計画どおり実践を行った ［］ 次の人たちからの意見を開いた

□　 計画どおり実践を行えなかった □ 児童生徒　　 □ 保護者　 口 地域の人

口 情報発信のために実践記録や資料等

を保存した

［］学校評議員　 口 数職員

［コ 幡正は不必要

口 数育活動を修正した ■口 基準を修正 した

評価の実施

□　 活動状況を確認した　　 口　 達成度を確認した

・，・・隷書．

岩撞j■

□　 次の人たちからの意見を開いた

□　 児童生徒　　　 口　 保護者　　 □　 地域の人

　 一議融・・・・ □　 学校評議員　　 口　 数磯貝

■・．闇・．
・．闇・・蔓鍔

十

評価結果の検討

口　 めざす姿や基準の妥当性を判断した　　 口　 数育活動の妥当性を判断した

□　 次の人たちに評価の結果を発信 した

ロ　 児童生徒　　　 口　 保護者　　 □　 地域の人

□　 学校評議員 ・口　 数職員

・・・一；】

ー・扮芦■・．箪■■岩

めざす姿や基準の見直し

□　 修正する必要はない　　 ロ　 修正する必要がある

教育活動の見直し

□　 良かった点とその根拠を明らかにした　　 ロ　 悪かった点とその根拠を明らかにした

更新方策案の決定

□ 更新の方向性を検討し、まとめた　 口 数育活動の具体的な更新方策を検討 し、まとめた

口 車校としての体制や教育環境の再設計を検討し、まとめた

口 次回も同課超で取り組む必要がある　 □ 次匝‖ま同課題で取 り組む必要はない

－13－



取組課題 担当名

責任者

継続課題の更新方策案確認 実態把痙

…取組課薙 や具体的教 育活動 に関 …

…する児童生徒甲軍 琴を革嘩 するこ 室

リヽー‖－＿‥‥－－－＿－＿＿＿◆＿＿∴一．．．，＿＿．．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿‥◆＿一＿■＿＿．＿．＿▼－‥，．．＿．＿．．＿‖

め ざす姿

一つけたいカや態度等具体的に書 く。－

具体的教育活動

めざす姿 に近づ くための教育活動 を書 く．＿。

‾■取組課題　　　　　　　　　 ‡担当＿名

l 責任者

闇・■・】

妻あ・
ブ

・∋・h■：・・！・

ロ　 更新方策案 の確認を行 った □　 課題 に関連 した実態把握を行 った

□ ．つけたしナカや態度等 、め ざす姿 を具体的 に設定 した □　 次の人たちか らの意見を開いた

□　 めざす姿を達成するための教育活動を設表 した □　 児童生縫　 ‾口　 保護者

‾［｝‾具体鱒な基準 を作成 した ． ‾　ロ　 地域め人　 ‾ロ　 学校評議員

膿．■・楢・：責】
闇 ・
北2

遍照

義一■・．

封：】

声違－

口　 数育活動 及び評価 の計画を発信 した 口　 数職員

（めざす姿や具体的な基準） （特記事項）

儲
離′1

二頚

・口　 計嘩どお・り実践 を行った
良

口　 臭体 的な基準 に従 って活動 を確認 した

□ ：疇撃発信のために実践記録や賓科等 を ・Ⅴ鎧ミ
■・・、■ヰ学童・琶：

口　 多 くの人たちからめ草見卑由いた

＿保存L た ‾

（夷践時 に気づいたこと）

・・二室・萱毒－

・饉頭
城野

弘

‾（内容）‾

選
√弼

」－・架・・・・

口　 修正が必 要

闇 ・
十＋＋＋

．、竜一・芯・・三讃、・，．・・・■孫

喜：瀧

（修正内容）

邁‾・
溝■

十＋十

憐

□ ‾活動政況を確琴‾した　　　　　　　　 口　 め ざす姿 に対する‾達鉱産 を判断 した

口　 許価のための資料 を多 くの人から集めた　　 口　 数育活動の妥当性 を判断 した

窪 ．・爪■■葡 ．衰㌫・≡・蝉■毒；

□　 め ざす姿や基準の妥当性 を判断 した　　　　 口　 許価の結果 を発信 した

（評価結果）－－－

都■
浦・■碍 －■義

■■■霊 ・・A＿・十十

口　 めざす姿や具体的な基準を見直 した　　　 口　 数育活動を卑卑 した

口　 更新方策案を作成 した

（更新方策案）

ー15－



2　平成12年虔に実施された県立学校での取組実践項目

・時間の厳守

・生徒の喫煙防止

・登校時問の厳守

・遅刻の減少

・基本的生活習慣の確立

・基本的マナーを身につけよう

・整理整頓の徹底

・挨拶の励行

・登校時のバス乗車マナーの向上

・健廉診断後の事後治療

・生徒保健委員会の活性化

・単車通学生の交通安全指導

・自転車通学安全指導

・中途退学者の減少

・スクーリング・添削指導の充実と社会性の育成

・人権教育の推進

・同和教育の推進、報・連・相システムの確立

・心のかよった同和教育の実践

・仲間づくり

・読書の習慣化

・図書貸出数の増加

・豊かな人間性確立のための「朝の読書」の効果的な実施

・学校環境改善

・教育環境の美化・充実

・教育活動の充実による休退学者数の減少

・出席率の向上

・節電

・節約

・光熱水量費の削減

・清掃活動の徹底

・ゴミの減量と分別とリサイクルの推進

・環境美化に対する生徒への意識づけと校内外のゴミの減量化

・資源ゴミ完全分別収集運動

・数量等の消灯の執行、戸締りの励行

・自己表現力の育成

・進路意識の育成

・2年生全員の職場体験実習の実施

・21世紀への学校改革へ向けて

・単位制の趣旨の具現化、充実発展

一拍－

・プレスクール・アドバイス事業を学校全体で取り組む

・65分授業の充実（シラバスの作成と公開）

・楽しい授業づくり（生徒の意識調査・研究授業等の活用）

・学校行事への参加

・環境問題について考え行動する

・一般社会人の入学を推進させる

・会議の効率化

・校務分掌の見直し

・運動場の除草

・厨房作業への支援

・パソコンアレルギーの克服

・手洗いの励行

・学部周作りと環境整備

・明るく、きれいな学校をつくる

・地域との融和

・餐諸学校のセンター化

－t7一
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【1】学校自己評価の基本的な考え方

1，よりよい学校をつくろう

2．新しい学校自己評価に向けて動きだそう………………………3

3．どのように評価するのでしょう

（1）何を評価するのでしょう

（2）誰が評価するのでしょう

（3）いつ評価するのでしょう

（4）どこで評価するのでしょう

【2】学校自己評価の進め方

1．P－D－C－Aサイクル

2．ビジョンをどう立てるのでしょうか

3．組織・体制

4．保護者・地域との連携

5．評価をどう生かしていくのでしょう

【3】資料（参考事例）

l．P－D－C－Aサイクル

2．P（プラン）全体計画

3．C（チェック）評価

4．A（アクション）更新　公表
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琴が

【1】学校自己評価の基本的な考え方

1．よ

‾人ひとりの子どもは、それぞれにすばらしい輝きを持ち、ちがうものを持っています。

しかも、わたしたちの目の前にいる子どもたちの姿は、家庭や地域のあり方とも問わって
さまざまです0子どもたちの豊かな成長・発達のためには、そのさまざまな個性・実態に
応じた確かな教育と、その教育を担う学校が求められます。そのため、常に目の前の子ど
もたちをしっかりと凍え、刻々と変化する子どもたちの姿に応じた学校教育のあり方を追

求し、めざす姿に向かってよりよい学校をつくっていくことが教育に携わるものの責任で
す。

だからこそ、児童・生徒の声はもとより、保護者、地域の人々の声にもしっかりと耳を
傾けながら、教育に関わる人々が協働して「わたしたちの学校」の現状を問い直し、学校

をよりよくしていくために、学校自己評価への取り組みをすすめていく必要があるのです。

めざす学校の姿

○めざす は明確になっていますか。
○児童・生徒の声に耳を傾浄ていま

0児童・生徒の現状をしっかりと把
○よりよい学校づくりに向かう体制t

～学校自己評価ほ、こうしたことを進めるための手段です～

－　2　－

「学薇にお帝る教育活動は、学校が自ちや責任のもとに、一主体性を持って意図的・計画的
に行います。これまでも学校は教育活動をふり返り、その充実をめざして自ら評価・反省
等を行ってきました。

これからの学校は、めざす学校の姿や児童・生徒の姿を明確にするとともに、どこまで
近づくことができたのかという視点で握り返り、教育活動を見つめ直し、次の教育活動を
創り出していくことがますます重要となります。学校の自己評価は、これからの学枚づく
りに必要な活動です。

－これまでの学校評価とこれからの学校評価－

・腹立軌 r宕■璧‾藩宣■前■r・灘波・・＝肇結凄絶■ヒ索尊顔主ニ　＝去■だ掛野・転融か‾忘ニエ書■r■感㌢髄 空挺怒産鰐当室■昔挙パ‾：呈1㌻≡：㌘ニ⊥・　 ・劇・：鶴■・泌駁説法邁■㍗竜・ニ卦・軋：肇’’■抽堵‘■イ？・船 さこ：鑓十誉せ■、㌣・・‰：〉・　 打・え：」・■1滋」・堵■■滝上珠・郡：ニ＝
　 さニン‾丁－．1－－州■・Yいご1．，－て一打・湖と■・■妄⊥′
書か苓・冠＿嘉献 施 義薫 一義速 ．三ダ？ざ・舟滞点・㌧．J・■　札・1ト．：・：，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′。・・■√・≧Tハ｝∴、．≠r・㌢．・・÷ガ・・‘＿aん艶麗適む虹か・′、・の・学校 評価磁 ■■㌻・1・・－・1

：i■－⊂ニモ」・∴∵∵∵㌧章∵’電二’こ、、． ・－、′，一考禁墨・て・㌍．＿・．二・1「■泌猥壬一ご ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・■一 菖：ぺ．：落く：≠f．評艶・■・。紫．■・．㌻き；？■：■1■■．繕鍔・ごゴし

目的 （W h y ） ・学 校 教 育 目標 の 効 果 的 達 ・問 題 摘 出 に しか 日＿が 向 か ・学校 の ビジ ョンの実現

成 ない （目標 達成 ・向 上）■

・よか った 、一恵 か う‾た とノい ・学校組 織 開発／ 職能開 発

う結果 だ けを卿 ノ上 げる 、‥ ・ア カ ウ ンタ ビ リテ イ （‾説

明 責 任 ・結 果 責任 ） の 履

行

対象 （血 h ‾a t ） ・学掛 こお ける恵動全 体 ・す べ て＿の学 校 活 動 者桂 城 ・学 校 に お け る様 々 な 活動

・教育成 果 的 に轟 列 単 位 （焦 点 は授 業 とマ ネ

・総合的 ＿ ・学 校 経 営 や学 校 の 諸 条 件 ジ メン ト）

に偏 りが ち ・学校 の当面 す る課題

‾・欠 点ヤ 問題 点 の ‾み を取 り‾‾‾・プ ロ セス と成 果 ‾て結 果 だ ■

上 げ がち －け ではな い）

・満足 感 、達成 感、充 実感

・児 童 ・生 徒 観 、 教 育観 、
学校観

主体 （W h p ）■ ・坂内教 職員 ．－（黎 員中心 ） ・管 痩 職 及 び 分筆 の 一 部 の ・教 戦 員 」児 童 ‾・生徒 、 保

教 員ゃ み で 話 者 、 学 校 評 議 員 、 地 嘩

■の 人々 な・ど

・相互的 ＿＿

時 期 （W h ＿e n ） ・学 期 末 、 年 度末 、行 事 ご 」どの項 目も年度末 ・短 期 な もの 、中 期 な もの 、

と （年 1 国 ） 長期 な もの

・日常的

場 ‾（伽h e‾柑）
‾こ‾校 内

・教員研 修会 ・どこで も

・職 員会譲 ・職 員会 議 だけで ・個 人、集団 、組織 、 ・ ・・

＿方 法 （H o w ）．
・協議 一括 ・印象批 判 にな りがち ．・様 々な方法 を用 いて診断 的 、

∴＿・平 均 ＿な ど の統 計 処 理 に エ ー－ －一　形 式 的　 終嶺 的－な視 点 か －

・ア ノ ケー ト （チ ェ ッ ク リ だわ りが ち ら

ス ト） ・で き る こ と か ら、 で きる

・客観 化指向 時 に

・周 囲の人 々 を巻 き込ん で

・数値 化指療 と主観 の尊重

一3－
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自分たちの取り組んでいる学校数育について、教育課程（教科・生徒指導・行事等）、
組織や運営（校務分掌・地域連携等）、教育環境（教材・施設）などについて、ピジョン
に的確に迫ることができたか、具体的に全教職員が保護者、地域の人々の意見を開きなが

ら常に評価していきます。

（1）何を評価するのでしょう

今までも、すべての学校において学校教育課程（教科・生徒指導等・行事）を中心にい
ろいろな形で「計画・立案・実施・反省・次回への申し送りなど」が行われてきました。
これからは、教育活動全体を見つめなおし、組織や学校運営面（校務分掌・地域との連携

など）、あるいは教育環境（教材・施設）などの面についても自己評価をすすめていく必
要があります。そのとき、学校目標・教育目標達成度を明らかにしていくことが大切です。

（関連P．7）

鱒護者
・の声
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（2）誰が評価するのでしょう
教職員が、児童▲・生徒、保護者、地域の人々からの意見をふまえて行います0そのため

にも、学枚教育活動を開かれたものとし、常に児童・生徒、保護者、地域の人々と情報を
発信・受信しあう関係をつくらなければなりません0

（関連P．9）

学校自己評価をすすめるために、必要な場合には堆進組織などの組織作りを行う必要が
あります。

（関連P．8）

（3）いつ評価するのでしょう
計画（Plan）、実施mo）、評価（Check）、更新（Action）のそれぞれの段階で行います0また、

これらのサイクルが1年周期のものもあれば、数週間、数ヶ月といった短いものもありま
す。サイクルの短いものは授業や行事などで、何度も繰り返されます。このような活動は

実施後すぐに見直し、その結果を次の実施に反映させることが大切です0評価の時期は特
定されません。

（関連P．6）

（4）どこで評価するのでしょう
評価する内容や評価者は多岐にわたります0そのことで学校自己評価をする場面も様々

になってきています。たとえば、日々の授業などについては個人的にP－D－C－Aサイ

クルで行われることが日常ですし、学校教育目標の根源に関わるようなものであれば、職
員会議など全体の場で十分な論議をすることが必要です0また、会議の場だけではなく、
懇談会やPTA活動、家庭との連絡の際などいろいろな活動の場でも実施されます0

ー　5－



【2】学校自己評価の進め方
隻㌘ 愚h還啓藍 Jブタ

学校の自己評価は、教育目標に基づき、計画（Pian）を立て、実施（Do）し、実施した
ことを目標や計画に沿って評価（Check）し、その結果をもとに更新（Action）に至ると

いうシステムの中で行っていきます。そのとき、すべてのプロセスの中で、情報の発信・
受信が行われることが大切です。

ビジヨ＿ンと払＿学校の果たすべき役割・僚金＿（ミッション）に基づき、それを実現する
ための学校経営のあり方を明確にしたものです。
学校のピジョンは、児童・生徒、保護者、地域の人々の願いや学校の実態をふまえて作

成され、教育目標、めざす児童・生徒像、経営方針、本年度の重点目標などによって具体

的に示されます。これらは、全教職員が共通理解をして共有するとともに、保護者や地域
の人々にも具体的に示されることが大変重要です。

ピジョンの構築′

ぺ・　　　　こ一　．．■：

㌻●引継ぎ事項

●目標設定の見直し
●結果の説明・公表ミ

■　　　■

賢♯活動結果の三

好確認と判断1、
ヽ・l・　一・・l二・↓・・・1■・・　■　　L

平価によう．て更新したもめが次の計酉l召若削ぎれています力

（事例増資料①亘12・．三∴資料②Pニ■14＿資料③P．16）

ー6－

の中に自分の学校のものを記入してみましょう。

めざす児童・生徒像は、児童・生徒の姿で具体的に表すことが大切です0

学校数育目標の実現に向けて、学校の中期・短期双方の視点から取り組むべき
鰊題を明確にし、実現するための道筋を明らかにすることが大切です0

－　7－



3．組織・体制㌔鳥 ■・－　■、

学校の自己評価は、学校で働くすべての教職員が専門性を発揮し、共通認識のもとに進
めていくことが大切です。▲大規模校など学校によっては、教員や分掌間の連携を図るため、
推進組織を作ることが有効になります。

教職員の意思を反映できる構成を各学校で考えることが大切です。

推進組織（例：学校評価委員会）

4．保護者∴地域との連携 －・，ノ

学校自己評価活動は、教職員による評価だけでなく、保護者や地域の人々による評価も
積極的に取り入れながら、評価活動の客観性を高めていくことが重要です0そのことが、
ァヵウンタビリテイ（説明責任・結果責任）を果たすとともに、結果として、保護者や地
域からの信頼や協働しようとする意識が高まることにつながります0

そのためには、保護者や地域の人々に学校の情報を発信・受信する方法を工夫していか

なければなりません。

学校からの情報の発信・受信



5．評価をどう生かしていくのでしょう

学校自己評価をすることによって、学校が持っている「良さ」や「見直す点」、「必要
と思われること」などが明らかになるでしょう。これらの明ら義元こなっ

工夫、創出することによって、教育活動を一層充実させるとともに、
発展・伸長、

施策へも反映さ

れることが考えられます。その結果として、めざす学校の姿に近づいていくことになりま
す。

○何のために学校自己評価を行うか、目的が明確にされていますか。

○評価の方法は学校の実情や地域性をふまえて耳夫されていますか
○児童・生徒、保護者、地域の人々との信頼関係を大切にし、学校自己評価を行って

いますか。

○評価結果を教育施策に反映させるために、行政にも情報を発信していますか。

－10－

【3】資料（参考事例）

1．P－D－C－Aサイクル

資料（む　小学校での取り組みの例1………・……………‥12～13

資科②　小学校での取り組みの例2……………‥・………14～15

資料③　中学校での取り組みの例

2．P（プラン）全体計画
資科④　どのように計画を進めていくのか……………………18

3．C（チェック）評価

資料⑤　評価表1　どのように評価をしていくのか……∴‥‥19

資林⑥　評価表2　どのように評価をしていくのか……20～如

資料（参　評価表3　どのように評価をしていくのか…………22

資料⑧　評価項目　評価基準の例

資料⑨　アンケート　保護者の声をどうとらえるか………‥・24

4．A（アクション）　公表‾　更新

資料⑩　学校だより　保護者や地域にどう公表するか………25

資料⑱　学校だより　保護者や地域にどう公表するか‥……・26

資料⑳　学校ホームページー保護者や地域にどう公表するか・‥27

この冊子を作るために、学校自己評価小中学校ワーキンググループは、会議で議論を深
めるとともに、県内の学校を訪ね、どのような資料が必要なのかの調査を行ってきました。
その中で、＿＿いづ＿も出されたのは、参考事例をと＿いう声でした。しかし、県内には卜すでに
P－D－C－Aサイクルを使って活動を始めている学校がある一方で、まだ必要性を感じられ

ないでいる学校があるなど、その取り組みはさまざまです。また、地域性や学校規模のち
がいなどにより、必要性も多様化しているといった現状があります。

そこで、さまざまな参考事例を提示することで、各学校の状況に応じた次のステップへ
のヒントになればと考え、この資料づくりに取り組みました。この資料の中では、これか

ら取り組みを始める学校の参考になる事例や実施のために会議や研修を重ねている学校に
役立つ事例など、さまざまな取り組みを紹介しています。

－11－



県内の小学校での取り組みを参考にして作成しました。

1・学校自己評価の進め方（11月以降の取り観み）
（1）ねらい

・11月までの教育活動の現状と年度末までの見通しについて、課題の洗い出しを行

い、原因と対応を話し合う資料とし、長期展望に立った課題把掛こ務める。

（2）具体的な進め方

・評価項目は、昨年度に決定したものとし、全項目文章記述とする。

・前例主義を廃し、各自の思いや願いを自由に記述し、次年度への改善策とする。

①学校評価計画案「私の学校改善策」の提出（11月　下旬）
・学枚評価のねらい

②個人により評価・記入（12月　上旬）

・評価観点にどこまでせまることができたか

・今年の実践はよかったのか

・ここに問題がある

・もっとよい方法がある

・ここを改善したい

－12－

数値による評定はせず、全項月
文章記述とし、それぞれの思い
を自由に記述

③職員会議　（12月　中旬）

・碇出されたカードを読み合わせしながら、内容を確認する

・日常的な問詰で、すぐに解決できるものはその場で解決し、即実践する

・次回以降の会議で、検討すべきことの整理確認

㊥作成　（冬季休業中）

・自分ならこう学校を変える

・課題は具体的にこのように解決する

・夢や思いを実残したい

・こんな思いつきやひらめきを大切にしたい

⑤全教職員による共通理解

職員会議　1月下旬　　　「わたしの学校改善策」を受けて

職員会議　1月下旬　　　　　　　同上

分掌反省会議（分掌ごと）1月下旬～2月上旬

職員会議　　2月上旬　　　分掌反省会議を受けて

職員会議　　2月中旬　　　　　　　同上

一更新および次年度の計画－

⑥次年度へ向けての方針の検討

次年度学校経営方針提示　　　　　　　　　2月　中旬

職員会議　次年度教育計画編集方針提案　　　2月　中旬

分掌会議　新年度教育計画の検討　　　　　2月　下旬

⑦公開

PTA稔会・参観　本年度の反省結果と新年度の経営方針を保護者に説明

⑧職員会議　新年度教育計画検討　3月下旬

⑨職員会議　新年度計画の確認　　4月上旬

⑬分掌会議　新年度計画の確認　　4月上旬

※1枚における流れを例示しました。学校全体で評価活動をすすめている様子がわかります。

※1年間のP－D－C－Aサイクルがわかります。〟　，．1
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藤原町立立臣小学校

学校行事「山の神」の取り組みより

　　 ノ＿．．れ
・自己評価

ノ■lL　　　　　　　　　　　 漬　 動　 内 、容 ・

．■計 二二・■．■い画 ・三景　○昨年度の終持と本年度の子どもの姿、つけたい力かう目標の決定
‾‾－㊥ 申 ）・

ご・■ハ∵1＿、r▲．ノ
才‘∵㌧拍

ナ声ム＝くづ㌣・：

：1・■顎

〆

こ′

・縦割り集団のつながりを深める
薫・，、霊・・∃～　 ・自分たちで計画し自ら考え最後壷で行動する力をつける －

責一；．．ニ㌻ピ　 ー・保護者や地域の方々とふれあう場とする

1∴＝…ぎ．∴£． ・地域の文化を継承し、尭人の生きざまの尊さに学ぶ ・

、：・‾l・メ
、．■鼠・－お準落 ○目標達成に向けて、組掛 運営・内容を決定 ．

㌫■：■■：ご＝：・鋸　 教職員で話し合い（全体 ・地区担当）＿
敷顔
身澄子
；繍※　　　　　　　　 学校の方針を説明し具体的内容の決定

教職員と清水会 （敬老会）との話し合い
教職員と育友会 （PT A ）との話し合い

子どもと育友会との話し合い

享どもと教職員との話し合い

※学校、地域、家庭、子どもの願いや思いからカリキュラム決定

○ 自療達成にむけて、評価の観点 ・方法専を決定

～ 「子どもたちに豊かな生活を体験させよう」～

【評価の観点】 鱒　 運動会より
①反省をいかして計画する力■‾‾

②人と関わる力
司■・tll■y　 ③子どもの豊かな生活を広げるために、学校・地域、家庭が連携して動けたか

‾【評価の方法】

・子どもたちの試し炊きの様子を各地区担当が見つめていく
・連携部分については、各組織で話し合う際に、子どもを視点にした恵し合いが

ど　　　 い　 l 評　　　 い

実．．： 碍 ．． 0 子どもたちの試し炊きへめ参加 （学校 ・家庭）

－（■古材 ・㌻L曇：‡≡＝J：…・■：・○準備等の会議への参加

撫 ・ニ　0 3点 （評価の観点）についての随時評価

評 価 ・・二　○各学年で、発達段階に応．じて反省会 （話し合い、ノート）

（．．？‥無 ㌍）　 ○地区集会 において、子どもの思いを尊重しながら目標 達成に向けて支援

←・○地区担当者会議を随時持ち、3点について評価し、さらに方法を考える

○保護者からの連絡ノートにより子どもたちの思いをつかむ

○学年だより、学校だよりで子どもの姿を発信

－14－
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地域とともに創るかJキュラムへの一歩＝「山の神」

立田小学校は、15年前から開始された「山村留学制度」と、8年前から始まったゲン

ジボタルの飼育・観察研究を土台にして、地域の中の学校として地域のすべでを学習教材

とする「屋根のない学校」の実践を推進しています。

「子どもが主役」「学校づくりほ地域づくり、地域づくりは学校づくり」という山村留

学制度の理念と、私たち教職員が目指す学校像（地域の人たちの思い、願いを取り入れ生

かすことのできる授業や活動づくり）が一体となって、この行事は続いてきました。

単に「山の神」を恒例の行事として踏襲するのではなく、子どもにつけたい力は何なの

かを子どもの姿から明確にし、組織・運営・内容を検討しています。また単発的な取り組

みにならないように、9月の運動会での課題をこの行事でどのよう改善していくのかを評

価の観点にしています。きら一に、12月の「山の神」で見えてきた子どもたちの姿から、

学級集団づくり、授業づくりでどんなことが必要かを明確にし、3学期の学級経営につな

げていけるように研修を推進しています。このように、子どもたちの力をひきだすために、

PDCAサイクルを大切にしています。

ここ2年の「山の神」では、子どもたちが、地域の中でたっぷりと豊かな体験をし、地

域の中で子どもたちの生き生きとした声が聞こえる一日にしたいと考えました。そこで、

午前中は、清水会（敬老会）の皆さんと一緒にカリキュラムを組んでいます（昨年度一昔

の遊び、本年度一地域めぐり）。午後は、手作りのかまどを使ってご飯を炊き、子どもた

ちが地域の方々をお招きし一緒に夕飯を取ります。

このように、目標に向かって取り組みを進めるためには、保護者や地域の方々との連携

が重要と【なります。学校の思いを保護者、地域に伝えていく方法を今後も検討し、子ども

たちの生きる力をはぐくむ学校づくり、地域とともに歩む学校づくりを目指‾して‾いきたい

と考えています。
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県内の中学校での取り組みを参考にして作成しました。

学校・学校経営の評価の流れについて

評価あ進め方

学校が、その役割をどの程度果たしているかを、捻合的・客観的に評価し、その結果に

基づいて、学校が行う活動全般においての改善策を立て、学校数育の充実、向上を図るこ

とをねらいとする。

（1）よい点や成果は継続して、一層の充実、発展を目指す

（2）問題点や不十分な事項について改善する

（3）問題点や不十分な事項で改善の見込みがないものは廃止する

（4）新規導入により、活性化を図る

日常の反省

企画委員会、職員会議を通して、計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、更新（Action）

を繰り返していく。そめ中で、展望を見つける。

総括の仕方について

1．7月の職員会議

校務分掌について、1学期問の反省を担当者の自己評価としてまとめていく（表1

P．17）。

最終的に、職員会議に出し合い、討議し、2学期へ生かすものにする。（第Ⅰ期稔

括）

○視点は、

学校数育目標【明るくたくましい心身をもち、心豊かな生徒の育成】

重点項目　　1基礎・基本の定着　2体験活動の充実と重視　3交流活動の充実と重

視　4情報教育の充実と重視　　5基本的な生活習慣の形成

○校務分掌上反省をあげる項目と担当（）は、分掌担当者
・企画委員会（学校行事・総合的な学習の時間）（　）

・校内研修　　（）　・人権教育同和教育（）・教科指導（

・道徳教育　　（）　・図書館教育　　　（）・進路指導（
・部活指導　　（）　・情報教育　　　　（）・生徒指導（

・生徒会指導　（　）　・1年学級指導　　（）・2年学級指導（

・3年学級指導（　）　・保健衛生指導　　（　）
・勤労体験および清掃指導（）

－16－

表1自己評価1学期チェック表

2．第2回目の総括

11月にアンケートを配布し、結果を集約して1月の職員会議で行う。その中で各校務

分掌上、反省と今後の課邁を打ち出してもらう0それを受けて、来年度のための見直しを

重点にした企画会議に性格を改め、継続し、次年度への試案を作成する。（第Ⅱ期給括）

3・その試案を職員会議で確認し、次年度への申し送りとする。

※7月と1月の職貞会議で評価を行っている点に着目しました。早い時期の鎗括は、・・年度

内での改革につながります0特に、2学期中にアンケートをし、1月に総括を行うこと

で、次年度の体制について本年度の評価が盛込、されます。

※来年度のための試案がつくられている点に着首しました。

－17－



「学校自己評価の充実に向けて」（三重県総台数膏センター）を一部修正し掌♭た0

三尊 校 数 育 目凛 等 ・ 1 ． 授 業 を 充 実 し、 学 力 の 向 上 を 困 る 。＿＝

2 ． 健 全 で 調 和 の と れ た 人 間 形 成 に務 め る 。 ・　　ヽ √ト∠ゝ ノ‾

．㍍烏・：・L
3 ． 健 康 の 増 進 と 、 安 芸 な 町 動 の 習 慣 を養 っ。

4 ． 同 和 教 育 を 充 実 させ 、 人 権 尊 重 の 意 欲 を 高 め る 。
：■か・
才一・ご、1一・1L・■ふ∈

・凄 痴

組 ．学

学 枢

の 僕

・（取

・琴 軍
■賢‥笈強

具体

取 り

．－一方 策

・L．．語頭類

評 価 取 り

㌔：れ．・劇′・・・r・畔㌧

授 業 の 充 実 を め ざ し 学 校 行 事 甲検 討 と ‾

た授 業 研 究 の 実 施 見 直 し

・L－－注憲・r－

瑚 ・・－；・■∴ ・－

㌢彗

生 徒 が よ くわ か り、 自 生 徒 の 、 健 全 七 調 和 の

主 的 に 学 ぼ う とす る授 とれ た 人 尚 形 成 を 吟 ざ

業 を創 造 す る事 で 学 力 した 行 事 の 実 現 を や ぎ

の 向 上 を め ざ す 。 す 。

週 休 に 伴 う授 尭 時 間 の

確 保 と 改 革 を進 め る 。

馴 衰 思統十

み ‡め方 法

1一卓絶 総 体制

校 内研 修 委 員 会 が 中 心 小 グ ル ー プ 別 で の 意 見

とな り全 教 員 が 、 研 究 集 約 を も と に して 拡 大

授 業 を で きる よ う に す 鱒 討 す る 。 （企 画 委 員

一q′1くへ■■．ノ】‘JJ．“．1乙．・、■
・・．〝J・号・ヰ
凹
、・二■′■∴J畳護■1i；ヒ〟

・ごrJJ≡．㌦■と■■1l・‘
＝ ＝

公 開苓

：が…一叫

ま■’－■∫てコ辻■・．．ご：

㍑－．．■：■・ヰ・・ヰ■ム：・‘J

十＋＋＋

・・ご：予，‡■【：
上・紳．1・：

る 。 研 究 授 業 は 、 学 年

公 開 、 全 校 公 開 の い ず

れ か とす る が 、 日程 の

調 整 を 校 内 研 修 委 員 会

で 行 う。

会 が こ れ に あ た る ）

価捷 帝時 期

法 難 象 ミ誓ぺ．、三

∴慧「隣 国 方 法

今 年 度 末

生 徒 、 保 護 者 、 学 校 評 議 員

P T A 新 聞 、 同 窓 会 報 、 学 校 評 議 員 会

‾自白脊

鱒 鱒

計 雫 照

層 概 要

価 実 態 把握

み ． ‾l

日。．神 学の鍵

6 月 末 ま で

6 月 未 ま で

　　　　　 心・
，一心 ・・■卜＿・ノ‘モー、′．．． ～　 0 月 中 釘

川．・攻・ト
仁恒．‘†．㍊墳

汁∧ぎ‘■よ

ナや。・■．■

9 月 下 旬 1 8

1 月 下 旬 ～ 2 月 中 旬 ま で

．≡・‥帯解 顆 表 3 月 末 ま で

∴√・■■
々め 他 ．■‡，こ1二■…：芋・・・措　．こ」㌧J

ーバ

※学校教育目標から自己評価の取り組み課題を設定す皐喪ともに、関わり澄明らかl享して¶　七　か　l

います。また、具体的な取り組みに関するところゝまで記述

－18－

0

一県内の中学校での取り組みを参考にして作成しました。

1学期学校評価表
儀 ＿‡点 、－ 教 職員 の活動 評価 をする際 の奉 準

僚 煎 均 ‾′① 授業 の工夫 ′ 綬芙公開 ‾学期に2回以上　 A　一挙期に1回　　 B

学 ＿

を て

・学期 1画程 度 の授 業公 開．（観 点 を決める）、 　　 授業検討会の実施　 q
全く一取－り組めなかった－　　 D

・痩 業 計画の作 成及 び公開 作成し、生徒に説明したり保護者に
公表したり＿した　 A
作成したが公表はしていない ■B
作成の途中である　 C
手をつけられなかった　 ′D

口【lモ可‾■：

撃劉 準

」
準

・㌣・Jー・，ミニー■もづJ・、
ー・生徒 」保護 者へ の説明 授業に・関する説明 懇談で実施 A

通信による説明で保護者の意見を
■（保 護者 会、学年 通 信等 の活用 ） 受けとめ答えた　 ・‾B

雷管隻警翌夏慧 た ・呂

② 生 徒が 活躍す るための指 導 時の研 究 ・校内教科新修会の実施3回以上 ・Å　　　・2 回　 B ■

・指 導力の 向上 1回　 C
実施はしない D

③ 単元 内の基痍 基本 を明確 にし、阜 徒に 生徒のア．ンケ」ト
9翻以上の生徒がよくわかった A

、．－√・∴ヤー・ワニゼ

‾知らせ る 6郵～9朝の ク　 B
4－6潮の ク　　 C
4‾朝放下め生徒がわからない ‾‾‾D

21 1 ÷基 礎

・．凄 奉
内容 －‡

■草■嘉．7

J■てγ■：「【

巾F」
【′q－■■車■・、

殖

箪

① 偶 に応じた指 導の充 実 生徒のアンケート
9謝以上の生徒がよくわかった′A
6剖～9周 の 〃　 B
4ヤー6封の クー　 ー．C
4剖以下の生徒がわから、ない D

・意義 、目的の説明 （説明 会の 開催 ）■ 説明会を実施した　 3

芸警冒翠 ざ行った　 ‾…＿＿－

・月1回程 度の担 当者 会 議 、予定通り実施した　 3
2 月に1回程度実施した 2
何もしない　 1

＿＿＿・単元 内の基礎 基本 を明確 にし、生 徒 に知 らせ る ほとんど生徒に知ら＿せキ＿＿＿＿3
半分‾ぐら‾い　　 2
ほとんど知らせなかった 1

・朝 の短 学括 の活用 （1′0分 間学 習） 授業日の8 ．0％は行った 3
5 0 ％～・7 9％　 2
5－－－¢－－％未瀞－－－－－－　 ノト

・帰 りの会の活 用 （・1 0分 間学 習 ） 授業日の8 0％は行った 3
き′0％～ 7 9％　 z
5 0 ％未満　 1

（卦放課 後の 自主 学習 室の設 置 アードバイスにあたる教員を配置した　　A

個々に応じた教材が用意されていた　　B

教室は用意したが指導はできなかっ

・た　 C
計画もしていない　 D

※目指す子どもの姿にせまる観点から、評価項目をあげています。

※評価する際の基準の根拠をはっきりさせていくことで客観性が高まります。

⊥19－



「学枚自己評価実施の手引き」より
（三重県舷合教育センター）

課題別評価表
取組課題 担当名

責任者

継続課題の更新方策案確認 実態把握
取組課題や具体的教育活動に関する
児童生徒の実態を記述するめざす姿

つけたいカヤ態度等具体的に書く

具体的教育活動
めざす姿に近づくための教育活動を書く

※学年はじめに記入しておく
〈具体的な基準〉

基　　　　 準

5 4 3 2 口

※具体的な教育活動を評価するために、行動や数億を使った具体的な基準を設定する。
〈中間評価〉

活 動 の
確 認

○ 月　 ○ 日現 在 ○ 月　 ○ 日現 在

実施司犬況 達 成率 実施状 況 達 成率

評価

※中間評価の結果を数値や文章で記述する。

※評価のための資料等の保存場所を明記する。
〈教育活動・基準の修正〉

月　 日 教育活動の修正 基準の修正

※中間評価の結果を受けて修正する必要があったものを記述する。

ー20－

▲　＝

教
育
活
動
の
確
認

・実　 施　 状　 況
評′　定

5 4■ 3 2 8

評
価

※具体的な基準に従って活動状況を確認し、自らの教育活動を撮り返ります。その結果を
もとに、教育活動の妥当性やめざす姿に対する到達度、めざす姿や具体的基準の妥当性
も判断し記録する。

く更新方策案提案〉

※更新の方向性や活動の具体的な組み立て、活動を支える学校としての体制や教育環境の
再設計などを検討しまとめるとともに、次の担当者に引き継ぐ内容や次のPLANにつ
なげる手だても整えておく。

※学年始に取り組みの課題等を記入、具

・最終評価をこの表を利用して行いま

－21－

まで決めておいて、その後、中間評価

、



尾鷲市立輪内申学校の取り組みをもとにして作成しました。

学習指導面の目標と自己点検・評価（抜粋）

A：予定以上に達成できた　　B：予定通り達成できた　　C：予定の半分以上は達成できた

D：予定の半分も達成できなかった

‘づ†・　 ㌣．や∴・‥撃【≡：・：・一箪軽薄勲萄弼：：牒隼攣浮軍都‾・嘗：下F・J斉 、∴ ・・1 ；r・、w・・ト瑚 ・高≠■－・・こ藍㌻・；・一∴・ヱ・・澤房イ詔平了■門‥ノ‾‾Lわ‾‾うLこ‾　だ・i・1・・・．上で・・㌔・・丸㌧磯 く触；・・・■・エて；三・‾こ亘一態恕＝羞緑・：濠・■・迩・採鉱・・■ ・・帥・】・己 ・㍗㌫ゝ∵刈・－＝二㍍∴乱立・・・・1・； 1・ィ・・・・．㍍∴∴ぺ扁ンペ・≡・し∴紋・軋†翫・÷‾㌻－∴・・・零し■，・愚・・∫ゼ：：’ぎr；・三・？：‾巌・、ミ
毯′ ・…・d 、

■；ンホ．：：′＃‾置．く、■ぷ

きD．．．．・．．Y∴い・L・・L・手話－・．．泥－・へJ・丸ヨ首：鴛■‡ン恵一・、■1■■私選溢■一・‾■－‾‰・■禁断・∵凛：措・－こ・ま－、　 、認：…空二睾べ■ぴト・ト音だ㌃〟・J㌦　一打㍉ポ窄冨　■∴．∴∴；↓．ぷ・・・∴パー－・ね・。・り・・け縄・：．・・√・・ヨ1・・J堤rrニご‾－モ■いが潤・r∵心

・．・h・∴≠キヰ■ち‾‘

干B ・二′川 †か－エ標 「・・・㌢∴ぷ・r ・ノ・ダ轡竹：ゾ：∴号†三警・∴一照 一、J↓・－・－・L　　　　　　　ノJブ∴■－

学 ∵‥－＿

基 礎 基 本 に つ い て 1 学 期 中 に検 討 し、1単 元 を例 にして 明確 に す る ・‾／

学 習 ナ ）ント ワー クシー ト、マ スタナ シー トの 役 割 を2 学 期 までに 検 謝 し、∴■

習

指

導 こ

嵩

湊

ゐ

実

現

の

状

準

指 導 計 画 に 位 置 づ け る

体 験 的 な学 習 、問 題 解 決 的 な 学 習 を月 1 回 以 上 実 施 す る

指 導 と評 価 につ い て 1 学 期 中 に検 討 し 、活 用 して評 価 ・評 定 をす る

保 護 者 ・地 域 の 人 ・専 門 家 の 参 加 ・協 力 す る授 業 を学 期 1回 以 上 寒 極 す る

コンピュー タを使 った 授 業 を学 期 2 回 以 上 各 学 年 で 実 施 す る

学 習 形 態 を工 夫 した学 び なおしの 授 業 を月 1 回 以 上 実 施 す る

学 期 始 め に 評 価 基 準 と評 価 の 方 法 、学 期 末 た 結 果 と改 善 策 を保 護 者 会

ノ｛＼＿ ヨ

等 で 説 明 す る

＿　　　　＿＿　　　＿．、　　　＿．．－　　　一へ＿　　　＿一、　　　　　（　　　　　〈　　　　　（　　　　　〈　　　　　（　　　　　　　（　　　　　　　（　　　　　　　（

ミJ：十ヲ：ト∴・．

※　目標が行動目標で、はっきり判断できるものをあげています0

※　評価する人にもそれを見る人にとってもわかりやすい内容になっています0

－　22　－

県内のノ1＼学校での取り組みを参考に作成しました。

評価基準チェック表
　　　 ■ヰ∵∴・ぺ・・．塩・：■■′‾藤 ■書流 蕃旨 ，・－葦：…誓≡誓

〔目　 ′標】 ・よかった と思 う、d

学習 時周 を傍 証 ・給食開始が 1 2 ：1 5 頃にな るよう に 4 限終了の 日課 に しては どうか。

し、生活時 局 に ・朝の打 ち合 わせ が早 く救 わ り子 ど もの朝の会‾に参加 で きるの は とて もよかっ

■‾．ゆ とりを生 み出 た。

す ・朝の時 問の検討（8 ：1 5 ～ 8 ：4′0 ）を要す る。 2 5 分 の トー タルは年 間に

する と約 i o o 単位時 問l；も■なる。 この時 問帯 こそ線審 な計蘭 がほ しい。 マ

ンネ リ化 に陥＿りやす い。

－（研軸 騰と痩営） ・研 修 と特活 に分 かれ たのは行事企 画運営面か らは動 きや すか った と思 う。 伺

機能 的 な研究 組 和教育 はこの 2 部 は 2 部 として別 に部 を作 って もらえる七 よか ったか と一年

織 の構築 と運 営 間を振 り返 った。
方法 を検討 する■． ・研 修 と特活 に分 かれた めは よか ったが、協議 する時 間が 十分 ＝と∴れてい なかっ

た。

・ 〈特別活動〉　 〈研修〉　 ‾（人権〉の 3 つ の組織 を作 るとよい と思 う。

・研 修委員会の組織 を生 か してい きたいム

・組織 と しては登 っそ いる。協議等 の時間設定 が難 しVi。 今後、＿職員研修 は長

期休業中 に多 く琴 けるとし■†う方向 をとってい く方か よい。＼

【授業研究】 ・授 業研究 を通 して何が 明 らかにな ったか分 か りに くか った。、
研 究痩 業 を核 と ・全員が捻 合 と生活科 でな く、 マルチメデ ィア とか様 々な分野で 実践 して もい ‾

－した研修 の推 進 － いのでは‥、．と思 う‾。

と生 活科 一総 合 ・何 とか終 えるのに精一杯 で、長 い視野で稔合 を どう取 り組んで い くのか とい

学 習の研 究 の推 うことを協議で きをかった。

進 を行 う、 ・全員年一 回研 究授業 をずる ことは、 自分 に力 をウけ るためた も必要 なこ とで

あ るd 研修 会の場で 出た よ うに話 し合いの視 点を、もう少 し絞 り一込み深 ま‾りの

ある ような内容 に したV′、。

・・基礎基本の定着 に向 lナて国語の授業研 究を校内で行 いたい。

・やは り全 員一回は提案 してい けば… と思 う。 時斯 は‾6 月† 1 月未 までで ど う

か。

・一人年 一回の研 究授業 は よごい。研 究協議 も （ほめ役、物言 い な ど）本校 の特

一色があ って よいが、全体 討議で はもっ と自由な意見変換 があ って ほ しい。

〔情報教育〕・ ■・情報発信の ため の操作研 修 を集中 して行 う必要があ った。

‾児童 が情 報の 収 ・担当者の計画 によ‾らそ臓 卸 ご進め られた。

集 や発信 の手 段 ・H P が開設で きた。

と＿してパ ソコ ン ・職員室 に毎 日の コ ンピュータルー ムの利用学年 を明示 してほ しい。

が利用 で きるよ

う‾に 系蔵 立て ‾た‾‾‾‾‾

指導 を行 う

・稔合的 な学習の時 間で、年尚計画 を作 って学習や きるように し申 隼　　　　●　　　　●　　　　●

※このような反省の形式は、これまで多くの学校で取去り組ま肺でき′ましたが、音「画段階
で評価項目を立て、その項目に従っな

※この小学校では、前年度まで評価項
くなかった」「よ

職員数が少をいこ

議の話し合y、の中で
問題点は改善・傾止
P－D－C－Aそれぞれ6
っきりしたそうです。

守うているところに着日しました。
よかった」「少しよかった」「あまりよ

ていましたが、児童数
今年度は段階に分けず職員会

－23一



紀伊長島町立三浦小学校の取り組みをもとにして作成しました。

アンケートの依頼文

保護者の皆様へ
「保護者の目から見た学校評価」記入のお願い

あいさつ文　省略

00年　○月　○日
三浦小学校

記入と扱いについて
・無記名で結構です。（秘密は厳守します。）

・提出していただいたものは、校内の職員の反省会に使用し辛す。この時点で文章は個人を類
推させる部分を変更することがあります。

・集計結果と反省の結果（まとめ）は後日学校だより等でみなさまに公表いたします。

次の評価内容についてA～Dの該当する欄に○をつけてください。
A；あてはまる
B；ややあてはまる

C；あまりあてはまらない

D；あてはまらない

項　　　　　 目 A B C D

ロ 楽 しそうに学校に行っている

2 友達 となかよく生活 している

3 学校 で出された課題について、自分の力でやりとげようとしていた

4 地域 ・保護者の方の協力や場 を生か した授業 をしている

5 子 ども一人ひとりが大切にされ、認められる学校になっている

6 教職員が子 ども一人ひとりに熱意 をもって教育にあたっている

7 学校は教育方針や課題をわかりやす く伝えている

※来年度の本校の教育について、ご意見・ご要望がありましたらご自由にお書きください。

アンケート用紙■

※学校自己評価を行うための材料として保護者アンケートを積極的に活用している例です。

※とったアンケートは、集約後、■学校内での自己評価の材料とするとと．．もに、次ペ「ジ

のように結果を保護者に返して｝、るところに着目しました。
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資料⑨のアンケートの結果を保護者に返す取り組みです。

保護者の目から見たr学校評価」（集計結果）
集計結果に、職員会議・PTA役員会での討議を踏まえてコメントをつけてお届けします。

～アンケートの数値での結果は省略～

絵体的には、今のやり方を進めていくことを認めていただいたものと解釈しています。ただ、
1名であっても「子どもが楽しそうじゃない」「仲良くやっていない」「学力が付いていない」
「教貞の熱意がない」「方針を伝えていない」「連携できていない」という答えがあるという
ことは、重く受けとめたいと考えます。同様に「C」評価の方の批判も十分配慮して実践して
いく必要があります。

ト三浦小学校の運動会は他の学校に比べて、子どもと親の出る競技が少ないと思いました。
もっと親子で楽しく農技ができるようにしてほしいと思いました。何年か前にお正月の飾り
を焼くのもしていたけど、これからもそんな行事は続けていってほしいと思います。

運動会の親子でできる競技については、増やすことも考えたいと思います。時間数の関係で来
年度から行事を見直さなければならなくなりますが、必要な行事、大事な行事は充実させる方
向で考えるつもりです。ただ、「どんど焼き」についてほ、．支障があって中止したと細いてい
ます。歌や合奏の親子のふれあいについては、学級PTAで考えていったらどうでしょう。

ト運動会では、親子競技で運動したりして親子のふれあいをやっているけれど、運動が苦
手な人もいるだろうから、歌を歌ったり、合奏したりして、親子のふれあいをしてもいいん
じやないかと思います。

ト日曜参観日は、親も子どもも楽しく過ごせるのでやった方がいいと思います。

ト今年の日曜参観は、とてもおもしろくてよかったと思いました。来年もしてほしいです。

ト　日曜参観には、たくさんのお父さんがみえていましたが、そういう場が苦手で行ってく
れないお父さんもいます。そういうときは寂しいみたいで個人的には日曜参観をやめてほし
いと思います。

ト日曜参観は、両親がそろっていない家族もあり、ない方がよいと思う。

つらい思い、寂しい思いをさせている方には大変申し訳なく思っています。でも、「我が来ると子ども
が喜び、そこからスタートするものがある」「普段学校には行かない親が、たまにでも行くことで、他
の家の子たちとの関係がわかったり、他の親と関わり合うことで、自分の子が見えるようになる」「親
子のふれあいの場となる」‥・といった日曜参観の意義を考えるとき、大変重要な行事ではないでし
ようか？一人ひとりの意見（つらい思いをしているといった意見）を大事にしたいのですが、柑曜参
観をやるかやらないか」といった二者沢山となったら、やはりやっていただく方がいいのではないでし
ようか？緒論は、来年度早々の新役員会と総会の場で十分話し合って決めていただきたいと思います。

【pTA役員会で話し合いました】

～以下省略～

※家庭と学校の意見のキャッチボー勅が

きる・Jできない」しとは別に、はっき腰

ています。出てき・た意見につい

の思いを投げ返してV、ます。．
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県内の小学校での取り組みを参考にして作成しました。

00小学校だより　　　　　第62号

なみき　　2003．2．28発行

並木も喜ぶかな。　～環境デーを行います～
学年末恒例の環境デーを行います。この日は、朝の登校時に通学路のゴミ拾いを行

うほか、縦割り姓単位で5・6年生が町内をゴミの調査をしながら学校周辺のゴミを
拾います。4年生以下の子どもたちは、校内でそれぞれの目当てを意識しながら、学
習や活動を行います。

それぞれ進級・卒業を間近に控え、いろいろな思いを持って参加してくれることを
期待しています。

当日の各学年の目標は、次の通りです。ご家庭でも話題にしていただければありが
たいです。

1年生　ほうき・ちりとりと雑巾を正しく使えるようになる
2年生　自分が主に使う物や場所の清掃ができ、次にみんなが使うものの清掃がで

きる
3年生　拾ってきたゴミを適正に分別することができるようになる
4年生　学年花壇を耕し、ジャガイモが植えられるように整地を行う
5年生　自分たちの生活から出るゴミを減らすための工夫を考え行動をする
6年生　ゴミが多く落ちている場所を見つけ、その原因を考え、ゴミをなくすため

の行動を考える

スクールボランティアのみなさんよろしくお靡いいたします。
今回は、1年生の清掃用具の使い方の練習に助言いただく方と5・6年生の校外清掃時に事

故防止のため監視のお手伝いをいただく方に分かれていただきます。いつものように、活動が
終了した後、ご意見カードへの記入をお願いいたします○

いよいよ3月です。3月は巣立ちの時期・反省の時期・脱皮の時期
今年は、3月18日に96人が卒業する予定でず。
先日は学校自己評価のためのアンケートにご協力いただきありがとうございました0

その集約は、現在職員会議で自己評価をする際の資料として真聾に受け止めています。
こちらから皆様にお返しすべき内容につきましては、4日のPTAの絵会で学校長か
ら1年をふり返って説明をさせていただきますが、この「なみき」でも特集をしてい
く予定です。もうしばらくお待ちください。お楽しみに。

3月　4日（火）
5日（水）

10日（月）

14日（金）
18日（火）
19日（水）
24日（月）

学校環境デー　午後PTA給金
3月集金日
縦割り班別　お別れ給食
卒業式練習　6年生大掃除
卒業式
給食最終日
終了式　（20日とも11時30分下校予定）

※学校からの情報を日常的に発信しています。学校だまりは、⊥方鰯なお知らせだけで
はなく、学校自己評価をすすめていくための情報を発信・受信ずる役割もあります0
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※紙面の都合で

ページを立

教育目標や吟

することで、

でしたが、三重県内には、インターネット

えてきています。ホームページは、子どもたち

広く紹介するもので、多くの情報が詰まっています。ここに、

童・生徒像など学校のビジョンや自己評価に関する項目を掲載

者や地域の人々が学校に対してより理解を深めるための資耕とな

ります。

※学校自己評価の情報発備に利用してみてはいかがでしょうか。

※検索用ソフトなどで「学校自己評価」を検索すると、いくつかの学枚のホームペー

ジを見ることができます。学校自己評価というサイトにはなくても、県内の小中学

校のホームづ－ジもインターネット上に多数掲載されていて、専攻の情報を発信し
ています。

※ホームページは個人のプライバシー等も簡単に流れることがありますので、作る際

には、写真や児童・生徒名など十分なチェックが必要です。また、第三者が故意に

内容を変更させたりすることもありますので、常に確認をする必要があります。




